
「i-temプラス」…各大単元ごとに4種類のテストを用意しました
それぞれを50点満点のテストとして使うこともできますが、組み合わせることで目的の難度の100点満点確認テストが出来上がります。

Ａ【確かな力】 基本事項の確認テストです「知識・理解」「技能」を検査します。（50点満点。標準時間15分）i-temの『導入～たしかなものにしよう』の問題と同じ問題か、題材は同じで数値が違う問題が出題されています。

Ｂ【活用する力】 応用事項の確認テストです「数学的考え方」を検査します。（50点満点。標準時間15分）i-temの『活用する力をつけよう』の問題と同じ問題か、題材は同じで数値が違う問題が出題されています。

Ａ＋【確かな力プラス】 基本事項の確認テストです「知識・理解」「技能」の追加問題です。（50点満点。標準時間15分）i-temの『導入～たしかなものにしよう』と対応する問題です。

Ｂ＋【活用する力プラス】応用事項の実力テストです「数学的考え方」の追加問題です。（50点満点。標準時間15分）i-temの『活用する力をつけよう』に対応する内容ですが、題
材が違っていたり、掲載されていないパターンも出題されています。実戦的な活用力を検査したいときに利用してください。

そのまま使用で50点満点。組み合わせて100点満点に！
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Ａ＋ Ａ

Ａ【確かな力】とＡ＋【確かな力
プラス】を組み合わせること
で、「基本事項を重視した確認
テスト」（100点満点。標準時
間30分）が出来上がります。 

Ａ B＋

Ａ【確かな力】とＢ＋【活用する
力】を組み合わせることで、
「スタンダードな確認テスト」
（100点満点。標準時間30
分）が出来上がります。

B B＋

Ｂ【活用する力】とＢ＋【活用す
る力プラス】を組み合わせる
ことで、「応用力を重視した実
力テスト（100点満点。標準時
間30分）が出来上がります。 

本機構ＨＰよりＩＤ、
パスワード付与に
て、採択校への無料
提供ツールです。

基 本 応 用スタンダード

2013年度採択校に充実した指導ツール「i-temプラス」を無料提供！「アイテム」算数の４年～６年に対応

山本良和 教諭

学習に対する見通す力を
　「アイテム」では、子どもの発達段階に応じた単元配
列を取り入れています。低学年では、学校での授業の
進度と対応させやすいように、中学年以降は単元間の
つながりが子どもにもわかりやすいように配慮していま
す。また、基礎的なものから徐々に発展していく算数科
の特性を意識させることで、学習に対する見通しを子
どもに持たせるようにしています。

中田寿幸 教諭

基礎・基本の確実な定着を
単元最初の「練習しよう」「たしかなものにしよう」のペ
ージは、授業後の練習問題や家庭学習に最適です。こ
こで、基礎・基本問題を確実にできるようにしていきま
す。もしも答えを見てもやり方がわからないときには、
ページの最初の「テーマ」の例題をもう一度読み直し
て、考え方、やり方を確かめ直すことができます。

夏坂哲志 教諭

楽しみながら理解の深まりに
「計算の順序」（４年生）の学習の後、「４つの４」や「小
町算」といったパズルのような問題で数や式に親しん
だり、「体積」（５年生）の学習の後、「変身立方体」で手
を動かしながら同体積の立体をいろいろつくったりとい
うように、楽しみながら理解を深める問題も紹介してい
ます。

細水保宏 教諭

少し高い負荷で挑戦させる習慣を
「アイテム」には、単元の終末に少しレベルの高い問題
が載せられています。算数好きをつくるには、このレベ
ルが高い問題が効果的です。レベルが高いと認められ
ている問題を解決できた時こそ達成感、充実感が得ら
れるからです。さらに、数学的な考え方のよさや美しさ
が味わえる魅力ある問題も数多く載せてあります。

田中博史 教諭

授業で「考える」を楽しむ時間に
「アイテム」には、「授業でわかる」という特別なページ
が用意されています。「アイテム」を開発した筑波大学
附属小学校教員の日々の授業を追体験できるページで
す。子どもたちと考えることを楽しむ時間に使って欲し
いです。

大野　桂 教諭

子どもに「活用」意識させた学習を
「アイテム」では、子どもに「活用する」ということを意
識させるため、各単元で習得と探究からはじまり、活用
まで意識がいく問題構成となっています。さらに、3～6
年では巻末に「活用問題」の特集頁を設け、既習の学
習内容や考え方を効果的に活用することで問題解決が
できるという「活用する力」が確実に身に付く問題を多
数掲載しました。

盛山隆雄 教諭

確実な計算力を身に付けて
「アイテム」では、計算の意味を理解するための問題が
豊富です。どの単元ページにも、紙面下部に計算問題
が載っています。計算問題は、図形単元ページにもあ
り、全体としての質や量が確保されています。さらに、
計算技能を使って解決する活用問題も多く取り入れて
おり、計算の意味理解、習熟、活用と、確実に計算力が
身に付けられるように考えられています。

筑波大学附属小学校・算数研究部

算数科の学力向上と

児童同士で教え合い

放課後を「アイテム」活用の時間に

授業スタイルは教員間で議論

研究主任の笠原崇教諭

学校全体で進める授業改善学校全体で進める授業改善
大分・大分市立下郡小学校

中核教員のノウハウ地域全体へ普及図る
　大分県では２００９年から、小中学校の学力向上施策として「学
力向上支援教員」制度を導入している。特定の担当教科を持つ支援
教員を大分市では中学校区ごとに配置し、複数校を巡回して授業
を行う。支援教員の指導による子どもの学力向上だけでなく、優れ
た指導ノウハウの普及による、教員全体の授業力向上もねらう。
　大分市滝尾中学校区の学力向上支援教員・中村雅子教諭は、市立
下郡小学校（後藤美恵子校長）など地域の４小中学校で算数・数学
の授業を受け持っている。
　昨年11月26日に行われた同校の公開研究会では、担当する３年
生の「□を使った式」の授業を公開した。
　学力向上支援教員には、自らの実践を「教材」に、各学校の授業改
善を促す役割が求められる。中村教諭が各校で提案しているのは、
習得と活用を１コマに盛り込む「１時間完結型授業」だ。

　子どものつぶやきを丁
寧に拾いながら、個人での
思考と集団での共有作
業、子ども同士の教え合い
を軸に授業を構成。導入
と展開部でその日の課題
を確実に習得させ、まとめ
では練習問題を３題ほど
出題する。
　基礎・基本となるＡ問
題、やや難易度を上げた

Ａ問題を習得、その後のA'問題を活用段階と位置付け、問題の質を
変えている。同校の３年生と５年生で採用している「アイテム」は、
このまとめの問題として取り上げるケースが多い。
　中村教諭は前任校に勤務していた２年前に「アイテム」を採用し、
昨年度は全学年で活用。下郡小の他、自身が授業を持つ各校で副教
材として紹介しているという。

「活用」を理解する教師のための教材に
　教諭は「アイテム」について、「子どもたちはもちろん、教師の勉強
にもなる教材」と話す。授業では活用や探究への目配りが必要にな
るが、その単元での活用や探究とは具体的にどんな質の問題を指す
のか、理解しにくいこともある。
　そこで「アイテム」が役立つ。教諭は各単元の指導案を検討する
際、「本時における活用や探究をイメージする参考資料として『アイ
テム』に目を通している」という。
　自身の授業提案に関しては、「学力向上は数値だけではなく、重
要なのは考えることや学ぶことを楽しむ子どもを育てること。私の
実践が他の先生方の授業づくりのヒントになれば」と語る。
　同校では、一人年間３０本の互見授業を呼びかけるなど、中村教
諭を核にした授業改善に学校全体で取り組んでいる。
　後藤校長も各教室に出向き、授業評価をフィードバックする。特
に重視しているのが課題提示のあり方で、「授業の課題が子どもの
ものになっているか、子ども目線で評価している」という。
　同校の子どもたちは、「書いて発表する力は高い」と後藤校長。今
後は「学ぶ楽しさ、わかる喜びを味わえる授業を通じて、思考力と活
用力をもっと伸ばしてあげたい」としている。中村教諭による公開授業の様子

～「アイテム」を２学年で導入～

学
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か
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善

　
加
茂
市
立
加
茂
南
小
学
校（
目
黒

隆
校
長
）は
、平
成
23
・
24
年
度
の
加

茂
市
教
委
研
究
指
定
校
と
し
て
、

「
か
か
わ
り
合
い
の
中
で
考
え
を
深

め
る
子
ど
も
の
育
成
　
〜
児
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が

主
体
的
に
取
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組
む
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数
的
活
動

の
工
夫
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」を
主
題
に
実
践
研
究
を

行
っ
て
き
た
。

　
学
力
検
査
の
結
果
な
ど
か
ら
、同

校
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、基
礎
基
本

を
活
用
す
る
力
や
、解
き
方
の
手
順

や
考
え
方
を
説
明
す
る
力
な
ど
、全

国
学
力
テ
ス
ト
の
Ｂ
問
題
に
該
当

す
る
分
野
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
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れ
を
踏

ま
え
て
今
回
の
実
践

研
究
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は
、学
習
課
題

と
学
習
形
態
の
工
夫

を
軸
に
複
数
の
方
向
か
ら
学
力
向

上
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
き
た
。

　
学
習
形
態
の
工
夫
と
し
て
は
、ペ

ア
や
少
人
数
グ
ル
ー

プ
で
自
分
の
考
え
を

説
明
す
る
活
動
や
、教

え
合
い
を
重
視
。こ
う

し
た
活
動
の
位
置
づ

け
を
明
確
化
す
る
た

め
、基
本
形
と
な
る
授

業
ス
タ
イ
ル
を
教
員

間
の
議
論
を
経
て
構

築
し
た
。

 

　
一
方
、活
用
力
の

育
成
や
質
の
高
い
学

習
課
題
を
提
供
す
る

手
立
て
と
し
て
、７
年

前
か
ら
全
学
年
で
採

用
し
て
い
る
教
材「
ア

イ
テ
ム
」の
有
効
活
用

を
図
っ
た
。

　
研
究
主
任
で
６
年
生
担
任
の
笠

原
崇
教
諭
は
、「
本
校
で
の『
ア
イ
テ

ム
』の
活
用
は
、授
業
の
導
入
で
の

前
時
の
振
り
返
り
と
、ま
と
め
の
練

習
問
題
と
し
て
の
利
用
が
中
心
」と

説
明
す
る
。

　
こ
の
日
、武
内
ま
り
子
教
諭
が
指

導
す
る
２
年
生
の
授
業
で
は
、導
入

時
の
活
用
が
見
ら
れ
た
。

　
前
時
ま
で
の
授
業
で
、九
九
表
を

作
っ
て
数
の
並
び
方
の「
ひ
み
つ
」を

探
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
。教
諭

は
、「
か
け
る
数
が
増
え
る
と
、答
え

は
か
け
ら
れ
る
数
だ
け
増
え
る
」と

い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
板
書
で
確
認
し

た
後
、「
ア
イ
テ
ム
」を
開
く
よ
う
指

示
し
た
。

 

　
２
年
生
の「
ア
イ
テ
ム
」も
他
学

年
同
様
、各
テ
ー
マ
ご
と
に
習
得
か

ら
活
用
、探
究
に
対
応
す
る
４
ス
テ

ッ
プ
の
練
習
問
題
と
、ペ
ー
ジ
下
段

の
計
算
ド
リ
ル
と
い
う
構
成
。こ
の

日
は
、習
得
段
階
に
あ
た
る「
た
し

か
な
も
の
に
し
よ
う
」に
取
り
組

み
、既
習
事
項
の
振
り
返
り
と
し

た
。活
用
は
子
ど
も
た
ち
に
も
定
着

し
て
い
る
様
子
で
、早
く
解
け
た
子

ど
も
は
、机
間
指
導
す
る
教
諭
の
指

示
を
待
つ
こ
と
な
く
計
算
ド
リ
ル

を
解
い
て
い
た
。

校
内
で
の
合
意
形
成
が

教
材
の
有
効
活
用
に

　
教
科
書
の
単
元
末
問
題
の
代
わ

り
に「
ア
イ
テ
ム
」の
活
用
問
題
を

取
り
上
げ
、

全
員
で
解
く

こ
と
も
あ
る

と
笠
原
教

諭
。「
そ
の
単
元
の
学
習
内
容
を
使

う
だ
け
で
簡
単
に
解
け
る
の
で
は

な
く
、複
数
の
既
習
事
項
を
組
み
合

わ
せ
な
い
と
解
け
な
い
問
題
が
出

て
く
る
の
で
、解
き
ご
た
え
が
あ

る
」と
話
す
。

　
同
校
で
は
、「『
た
し
か
な
も
の
に

し
よ
う
』ま
で
は
全
員
必
修
」を
基

本
に
、各
学
年
ご
と
に
扱
う
範
囲
を

決
め
て
い
る
。年
度
当
初
の
全
体
研

修
で
は
、保
護
者
理
解
の
必
要
性
、

教
材
の
内
容
構
成
、具
体
的
な
使
い

方
な
ど
を
、初
任
者
を
含
む
全
教
員

に
伝
え
、合
意
形
成
と
活
用
ノ
ウ
ハ

ウ
の
共
有
も
図
る
。学
校
全
体
や
学

年
で
の
歩
調
を
合
わ
せ
た
活
用
が
、

共
通
教
材
と
し
て
の
効
果
を
引
き

出
す
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
う
。

　
そ
の
笠
原
教
諭
は
数
年
前
に
、

「
ア
イ
テ
ム
」よ
り
問
題
数
の
多
い

ド
リ
ル
教
材
へ
の
変
更
を
提
案
し

た
こ
と
が
あ
る
。教
員
の
多
く
は

「
基
礎
・
基
本
の
定
着
に
は
プ
リ
ン

ト
集
で
十
分
だ
が
、『
ア
イ
テ
ム
』の

よ
う
な
質
の
高
い
活
用
問
題
は
他

に
な
い
」と
反
対
し
た
と
い
う
。結

果
的
に
、「
ア
イ
テ
ム
」の
教
材
と
し

て
の
価
値
や
、同
校
の
実
践
に
お
け

る
位
置
づ
け
を
再
確
認
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
と
笠
原
教
諭
は
振
り

返
る
。

　
共
通
の
授
業
ス
タ
イ
ル
の
構
築

や
学
習
形
態
の
工
夫
、授
業
で
の

「
ア
イ
テ
ム
」の
活
用
は
、着
実
に
成

果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。今
年
度
の
全

国
学
力
テ
ス
ト
で
は
、課
題
と
し
て

き
た
Ｂ
問
題
が
全
国
平
均
を
２
〜

３
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

　
笠
原
教
諭
は
、「
算
数
だ
け
で
な

く
他
教
科
で
も
、正
解
を
待
つ
の
で

は
な
く
、既
習
事
項
を
活
用
し
て
自

ら
掴
み
取
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
見

え
て
き
た
」と
話
す
。

　
目
黒
校
長
も
、「
解
き
明
か
す
喜

び
や
試
行
錯
誤
し
て
解
く
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、解
き

方
や
手
順
に
目
が
向
き
、他
者
に
も

説
明
で
き
る
」と
授
業
改
善
の
成
果

に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
２
年
間
の
実
践
研
究
は
区
切
り

を
迎
え
た
が
、関
わ
り
合
い
に
よ
る

学
び
を
個
の
学
力
に
つ
な
げ
る
手

立
て
と
い
っ
た
課
題
は
残
る
。目
黒

校
長
は
、「
実
践
研
究
の
成
果
を
振

り
返
り
な
が
ら
、来
年
度
以
降
も
、

学
力
向
上
を
目
指
す
独
自
の
取
り

組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し

て
い
る
。

子
ど
も
に
合
っ
た
課
題
で

学
習
意
欲
を
引
き
出
す

　
横
須
賀
市
立
明
浜
小
学
校（
小
田

部
忠
仁
校
長
）で
は
今
年
度
の
２
年

生
と
４
年
生
で「
ア
イ
テ
ム
」を
活

用
し
て
い
る
。

　
４
年
生
担
任
の
池
田
文
子
教
諭

が
、筑
波
大
附
属
小
の
算
数
研
究
会

に
参
加
し
た
際
に
教
材
を
知
り
、昨

年
の
３
年
生
か
ら
導
入
。持
ち
上
が

り
と
な
っ
た
今
年
度
も
学
年
全
体

で
採
用
し
て
い
る
。

　
算
数
の
副
教
材
は「
ア
イ
テ
ム
」

に
一
本
化
し
、一
年
間
で
一
冊
を
終

わ
ら
せ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

る
。４
年
生
は
、授
業
に
加
え
朝
自

習
や
休
み
時
間
、放
課
後
、家
庭
学

習
な
ど
あ
ら
ゆ
る
時
間
を
利
用
し

て
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い

う
。

 

　「
子
ど
も
た
ち
は『
ア
イ
テ
ム
』が

好
き
で
す
。や
り
遂
げ
た
と
き
の
感

動
や
達
成
感
を
３
年
生
で
味
わ
い
、

が
ん
ば
り
が
結
果
に
つ
な
が
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
か
ら
」と
池

田
教
諭
。

　「
ア
イ
テ
ム
」に
は
、子
ど
も
の
意

欲
を
引
き
出
す
力
が
あ
る
と
も
語

る
。

　「
簡
単
な
問
題
か
ら
始
ま
っ
て
、

徐
々
に
難
し
く
な
る
構
成
が
い
い
。

算
数
の
得
意
な
子
は
難
し
い
問
題

を
見
る
と
燃
え
ま
す
。不
得
意
な
子

は
苦
労
す
る
の
で
す
が
、あ
き
ら
め

ず
に
や
れ
ば
で
き
る
こ
と
を
学
べ
ま

す
」

　
そ
の
際
に
重
要
に
な
る
の
が
教

師
の
支
援
だ
。池
田
教
諭
は
放
課
後

を「
ア
イ
テ
ム
」の
指
導
に
充
て
て

い
る
。「
今
日
は
こ
の
ペ
ー
ジ
を
先

生
と
一
緒
に
や
ろ
う
、残
り
は
家
で

や
っ
て
お
い
で
」な
ど
、そ
の
子
の
力

に
応
じ
て
個
別
に
課
題
を
与
え
る
。

　「
一
人
一
人
に
指
導
す
る
の
は
確

か
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、そ
の

子
な
り
の『
で
き
た
』を
実
感
さ
せ

て
あ
げ
た
い
の
で
す
」と
教
諭
は
言

う
。

苦
手
な
子
ど
も
に
こ
そ

手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
を

　
２
年
生
担
任
の
羽
田
智
美
教
諭

は
、池
田
教
諭
の
誘
い
で
算
数
研
究

会
に
参
加
し
、「
ア
イ
テ
ム
」を
知
っ

た
。２
年
生
の
子
ど
も
た
ち
に
も
達

成
感
と
自
信
を
持
た
せ
た
い
と
考

え
、学
年
で
の
採
用
を
提
案
し
た
と

い
う
。

　
学
校
や
家
庭
で「
ア
イ
テ
ム
」に

取
り
組
む
う
ち
に
、他
教
科
も
含
め

て
宿
題
の
提
出
率
が
上
が
っ
て
き

た
。「
算
数
が
楽
し
い
と
い
う
子
が

増
え
て
き
た
こ
と
も
う
れ
し
い
」と

話
す
。

　
一
方
で
、自
分
か
ら
質
問
に
来
な

い
子
ど
も
へ
の
対
応
に
は
苦
慮
し

て
い
る
。「
強
く
働
き
か
け
る
と
算

数
が
嫌
い
に
な
り
そ
う
で
心
配
。私

自
身
が
算
数
嫌
い
だ
っ
た
の
で
、子

ど
も
に
は
そ
う
な
っ
て
ほ
し
く
な

い
」と
い
う
。

　
池
田
教
諭
は
、「
算
数
が
嫌
い
に

な
り
そ
う
な
子
ほ
ど
積
極
的
に
声

を
か
け
、放
課
後
に
一
対
一
で
指
導

す
る
と
い
い
」

と
ア
ド
バ
イ

ス
。「
そ
の
子

に
応
じ
た
課

題
を
与
え
て
、

『
わ
か
っ
た
』

と
い
う
思
い

を
た
く
さ
ん

味
わ
わ
せ
る

こ
と
が
大
切
。

苦
手
意
識
を

持
っ
て
い
る

子
ど
も
に
こ

そ
、教
師
の
フ

ォ
ロ
ー
が
求

め
ら
れ
る
」と

話
す
。

　
「
ア
イ
テ

ム
」の
活
用
を

通
じ
て
、「
子

ど
も
た
ち
が
何
事
に
対
し
て
も
粘

り
強
く
な
り
、や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
は
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

る
よ
う
に
な
っ
た
」と
池
田
教
諭
。

　
同
教
諭
は
、「
子
ど
も
は
鍛
え
る

ほ
ど
力
が
つ
く
。そ
こ
で
自
信
を
つ

け
て
、算
数
の
楽
し
さ
、数
の
面
白

さ
を
味
わ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
」と
話
す
。

活
用
力
育
成
を
目
指
し

新
た
な
授
業
ス
タ
イ
ル
を

活
用
力
育
成
を
目
指
し

新
た
な
授
業
ス
タ
イ
ル
を

全
学
年
が
授
業
で

　
　
　「
ア
イ
テ
ム
」活
用

〜「
ア
イ
テ
ム
」も
学
力
向
上
策
の
軸
に
〜

教
師
の
支
援
で「
で
き
た
」へ
導
く

教
師
の
支
援
で「
で
き
た
」へ
導
く

〜
意
欲
の
向
上
が
学
力
ア
ッ
プ
に
〜

神
奈
川
・
横
須
賀
市
立
明
浜
小
学
校

新
潟
・
加
茂
市
立
加
茂
南
小
学
校

　

学
習
指
導
要
領
で
目
指
す「
活
用
力
」を
高
め
る
授
業
の
あ
り
方
に
関
心
が
集

ま
る
中
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
次
世
代
教
育
推
進
機
構
と
、筑
波
大
学
附
属
小
学
校・算
数

研
究
部
が
協
働
開
発
し
た
小
学
校
向
け
教
材「
ア
イ
テ
ム
」の
導
入
が
広
が
っ
て

い
る
。各
単
元
が「
テ
ー
マ
の
理
解
」「
習
得
」「
活
用
」「
探
究
」の
４
ス
テ
ッ
プ
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、段
階
的
に
力
を
伸
ば
せ
る
と
学
校
現
場
で
の
評
価
が
高
い
。

３
つ
の
小
学
校
で
の
導
入
事
例
か
ら
、効
果
的
な
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
。

学ぶ意欲と「活用力」を育む算数教材学ぶ意欲と「活用力」を育む算数教材学ぶ意欲と「活用力」を育む算数教材
～筑波大附属小・算数研究部の指導ノウハウが一冊に～


